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表1 就農の意思決定時期
地 区 経産牛頭数規模 後継・主 年 齢
浜中町 他 ～49頭 50～7475～99 100～ 後継者 世帯主 ～29歳 30～3940～49 50～
36 14 8 21 10 11 26 24 22 15 4 9
小学 3 2 2 2 1 1 4 2 1 1 1
中学 9 1 5 2 3 8 2 6 3 1
高校 11 6 1 8 3 5 9 8 7 5 2 3
専門学校 2 2 1 1 1 1
短大 1 1 1 1 1 1 1 1
大学 2 2 1 2 1 1 3 1 2 1
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表2 最終学歴
地 区 経産牛頭数規模 後継・主 年 齢
浜中町 他 ～49頭 50～7475～99 100～ 後継者 世帯主 ～29歳 30～3940～49 50～
36 14 8 21 10 11 26 24 22 15 4 9
中学 1 1 2 1 1 1 1
高校 17 5 4 11 4 3 12 10 10 7 2 3
専門学校 6 2 2 2 3 1 5 3 4 2 1 1
高専 1 1 1 1
短大 8 4 3 3 6 7 5 6 3 3
大学 2 2 1 2 1 1 3 1 2 1
資料：表１と同じ
表3 酪農を選んだ理由
地 区 経産牛頭数規模 後継・主 年 齢
浜中町 他 ～49頭 50～7475～99 100～ 後継者 世帯主 ～29歳 30～3940～49 50～
36 14 8 21 10 11 26 24 22 15 4 9
長男 7 4 2 5 4 5 6 4 3 4
親からのすすめ
家が農家 8 2 1 5 2 2 4 6 5 3 1 1
サラリーマン嫌い 3 2 1 2 1 1 2
他に就きたい仕事なし 2 2 2 2
地元に定住
友人・仲間就農 1 1 1 1
親の面倒 1 1 1 1
動物・自然が好き 4 1 1 1 1 4 1 2 1
酪農に興味 11 3 1 5 4 4 10 4 7 5 2





























地域 酪農 酪農以外 計酪農以外
の農業
サラリー
マン 自営業 その他 NA
北海道Ａ町 53 36 － － － － － 89
人数
（人) 熊本県Ｂ市 17 155 32 43 23 56 1 172
計 70 191 32 43 23 56 1 261
北海道Ａ町 59.6 40.4 － － － － － 100.0
構成比
（％) 熊本県Ｂ市 9.9 90.1 18.6 25.0 13.4 32.6 0.6 100.0





北海道Ａ町 13 6 17 36
人数
（人) 熊本県Ｂ市 7 － 10 17
計 20 6 27 53
北海道Ａ町 36.1 16.7 47.2 100.0
構成比
（％) 熊本県Ｂ市 41.2 － 58.8 100.0







動物が好きだから 18 24.3 12 35.3
家族で仕事ができるから 6 8.1 4 11.8
自分のペースで仕事ができるから 12 16.2 3 8.8
自然の中で仕事ができるから 14 18.9 5 14.7
他人に命令されたり頭を下げる必要がないから 12 16.2 7 20.6
人間関係に苦労することがないから 9 12.1 3 8.8
その他 3 4.1 － －



























牛が嫌いだから 3 4.2 － －
家族と一緒にいる時間や遊ぶ時間が少ないから 6 8.5 3 7.9
朝の搾乳時間が早いから 6 8.5 6 15.8
夜の搾乳時間が遅いから 3 4.2 4 10.5
休日が少ないから 21 29.6 15 39.5
仕事が楽しくないから 4 5.6 1 2.6
重労働だから 9 12.7 4 10.5
牧草の収穫調製が大変そうだから 8 11.3 1 2.6
糞尿処理が嫌だから 7 9.9 4 10.5
その他 4 5.6 － －












北海道Ａ町 16 35 31 6 － 1 89
人数
（人) 熊本県Ｂ市 48 61 51 8 4 － 172
計 64 96 82 14 4 1 261
北海道Ａ町 18.0 39.3 34.8 6.7 － 1.1 100.0
構成比
（％) 熊本県Ｂ市 27.9 35.5 29.7 4.7 2.3 － 100.0




大変好き やや好き ふつう あまり好きではない 嫌い
北海道Ａ町 3 19 28 23 16 89
人数
（人) 熊本県Ｂ市 3 24 76 43 26 172
計 6 43 104 66 42 261
北海道Ａ町 3.4 21.3 31.5 25.8 18.0 100.0
構成比
（％) 熊本県Ｂ市 1.7 14.0 44.2 25.0 15.1 100.0
計 2.3 16.5 39.8 25.3 16.1 100.0























































北海道Ａ町 12 77 89
人数
（人) 熊本県Ｂ市 38 134 172
計 50 211 261
北海道Ａ町 13.5 86.5 100.0
構成比
（％) 熊本県Ｂ市 22.1 77.9 100.0
計 19.2 80.8 100.0
表11 帰宅時間は何時頃ですか（部活の無い人や，無い日)
２時 ３時 ４時 ５時 ６時 ７時 NA 計
北海道Ａ町 18 50 18 － － － 3 89
人 数
(人)
熊本県Ｂ市 － － 15 117 28 6 6 172
計 18 50 28 117 28 6 9 261クラブ
活動
無し 北海道Ａ町 20.2 56.2 20.2 － － － 3.4 100.0構成比
(％)
熊本県Ｂ市 － － 8.7 68.0 16.3 3.5 3.5 100.0
計 6.9 19.2 10.7 44.8 10.7 2.3 3.4 100.0
北海道Ａ町 － 7 16 42 12 － － 77
人 数
(人)
熊本県Ｂ市 － － － － 11 121 2 134
計 － 7 16 42 23 121 2 211クラブ
活動
有り 北海道Ａ町 － 9.1 20.8 54.5 15.6 － － 100.0構成比
(％)
熊本県Ｂ市 － － － － 8.2 90.3 1.5 100.0





している してない NA 計 学習塾 書道 ピアノ その他 計
北海道Ａ町 32 54 3 89 11 6 5 14 36
人 数
(人)
熊本県Ｂ市 88 84 － 172 48 24 16 27 115
計 120 138 3 261 59 30 21 41 151
北海道Ａ町 36.0 60.7 3.4 100.0 30.6 16.7 13.9 38.9 100.0
構成比
(％)
熊本県Ｂ市 51.2 48.8 － 100.0 41.7 20.9 13.9 23.5 100.0









搾 乳 餌やり 糞出し 哺 乳 その他
北海道Ａ町 22 14 36 9 16 9 7 2 43
人 数
(人)
熊本県Ｂ市 4 13 17 3 3 1 1 17 25
計 26 27 53 12 19 10 8 19 68登
校
日 北海道Ａ町 58 42 100 21 37 21 16 5 100
構成比
(％)
熊本県Ｂ市 71 29 100 12 12 4 4 76 100
計 62 38 100 63 100 53 42 100 100
北海道Ａ町 6 30 36 14 22 15 12 5 68
人 数
(人)
熊本県Ｂ市 10 7 17 6 7 3 4 17 37
計 16 37 53 20 29 18 16 22 105休
日 北海道Ａ町 17 83 100 21 32 22 18 7 100
構成比
(％)
熊本県Ｂ市 59 41 100 16 19 8 11 46 100




５時 ６時 ６時30分 ７時 ７時30分
北海道Ａ町 8 19 30 22 10 89
人 数
(人)
熊本県Ｂ市 9 33 78 49 3 172
計 17 52 108 71 13 261
北海道Ａ町 9.0 21.3 33.7 24.7 11.2 100.0
構成比
(％)
熊本県Ｂ市 5.2 19.2 45.3 28.5 1.7 100.0




10時 11時 12時 １時 ２時 ３時 NA
北海道Ａ町 24 37 22 4 － 1 1 89
人 数
(人)
熊本県Ｂ市 10 67 68 19 7 1 － 172
計 34 104 90 23 7 2 1 261
北海道Ａ町 27.0 41.6 24.7 4.5 － 1.1 1.1 100.0
構成比
(％)
熊本県Ｂ市 5.8 39.0 39.5 11.0 4.1 0.6 － 100.0
計 13.0 39.8 34.5 8.8 2.7 0.8 0.4 100.0








































家族全員一緒に 家族の誰かと 子どもだけで １人 食べない NA
北海道Ａ町 41 41 2 5 89
人 数
(人)
熊本県Ｂ市 74 79 6 13 172
計 115 120 8 18 261夕
食 北海道Ａ町 46.1 46.1 2.2 5.6 100.0
構成比
(％)
熊本県Ｂ市 43.0 45.9 3.5 7.6 100.0
計 44.1 46.0 3.1 6.9 100.0
北海道Ａ町 13 27 18 29 2 － 89
人 数
(人)
熊本県Ｂ市 23 72 28 40 8 1 172
計 36 99 46 69 10 1 261朝
食 北海道Ａ町 14.6 30.3 20.2 32.6 2.2 － 100.0
構成比
(％)
熊本県Ｂ市 13.4 41.9 16.3 23.3 4.7 0.6 100.0




よく話す 簡単な会話をする 挨拶や用件のみ ほとんどない NA
北海道Ａ町 44 39 3 3 － 89
人 数
(人)
熊本県Ｂ市 62 90 10 9 1 172
計 106 129 13 12 1 261
北海道Ａ町 49.4 43.8 3.4 3.4 － 100.0
構成比
(％)
熊本県Ｂ市 36.0 52.3 5.8 5.2 0.6 100.0











































































北海道Ａ町 9 50 30 － 89 14 41 34 89
人 数
(人)
熊本県Ｂ市 17 78 76 1 172 15 75 82 172
計 26 128 106 1 261 29 116 116 261
北海道Ａ町 10.1 56.2 33.7 － 100.0 15.7 46.1 38.2 100.0
構成比
(％)
熊本県Ｂ市 9.9 45.3 44.2 0.6 100.0 8.7 43.6 47.7 100.0
計 10.0 49.0 40.6 0.4 100.0 11.1 44.4 44.4 100.0
表19 酪農就農について両親との話し合いの有無
地 域 あ る な い 計
北海道Ａ町 21 15 36
人 数
(人)
熊本県Ｂ市 12 5 17
計 33 20 53
北海道Ａ町 58.3 41.7 100.0
構成比
(％)
熊本県Ｂ市 70.6 29.4 100.0
計 62.3 37.7 100.0
























































One of the problems on diary farms is that
 
there are few successors on them. Many dairy
 
farmers decided to be a dairy farmer in their
 
school days. So we sent questionnaires to two
 
junior high schools in Hokkaido and Kumamoto
 
Prefecture where dairying is flourishing and got
 
261 answers.
They love animals and the largest reason for
 
loving dairying. They also dislike few vacations
 
the largest reason for disliking dairying. Junior
 
high school students in Hokkaido talk and go out
 
with their parents more often than students in
 
Kumamoto. However students in Kumamoto
 
discuss with their parents about their future more
 
often than students in Hokkaido. Parents have
 
to discuss with their children about their future
 
and make efforts to give their children the best
 
life style.
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